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駒場野自然クラブは、駒場野公園の貴重な自然を地域

のみなさまが参加されることによって守り伝えていく活動

です。こどもたちの感性や情操を育む原体験の場として、

みどりのボランティア実践の場として活動しています。 

2023 年度から午前は 1 年目、午後は 2、3 年目の参加者

が 1 年間活動する形式なりました。ご興味のある方は駒

場野公園自然観察舎へお問い合わせください。 

（※今年度の募集はおわりました。） 

活  動  報  告 

今年もいろいろなかかしが並びました。観察舎の

「こまたろう」も出展してました。 
田んぼで生きものさがし。今日はおまつりを楽しむも

良し、生き物を探すも良し、自由に楽しみました。 

10 月 6 日 午前 「こまばのまつり盛り上げ隊」  
 

今年も「こまばのまつり」が開催されました。ホタルの会から「なぜここに田んぼが残った

のか」の説明の後、思い思いにこまばのまつりを楽しみました。 

10 月 20 日 午前   

「追跡！昆虫調査隊」  

講師：槐 真史 先生  
 

秋の田んぼはイナゴ天国。長年バッタの研

究を続けられている、あつぎ郷土博物館学

芸員の槐先生をお迎えし、秋のケルネル田

んぼの昆虫を調査しました。 



駒場野自然クラブでは、活動に向けて皆さまからの意見をお待ちしています。 

「あんなことを体験したい」「こんな活動があったら」などがありましたら、 

どうぞお気軽にお寄せください。みんなで一緒に活動しましょう！ 
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田んぼで見つけたバッタ。虫網をつかうより素手で

とる方が簡単です。みんなで手づかみしました。 

観察舎で座学を受けました。専門家ならではの知識

と面白いエピソードはいつ聞いても興味深いです。 

捕獲したイナゴの数を数えました。今年は 21 匹。

なんで減ったのかな？みんなで考察しました。 

毎年、ケルネル田んぼの一番下のエリアにたくさん

イナゴがいますが、今年は上流でも見つけました。 

10 月 20 日 午後「昆虫調査隊」  
 

今年もケルネル田んぼにいるコバネイナゴの生息数をしらべました。昨年は同じ時間で

200 匹捕れました。今年は去年と比べて数は増えているかな？減っているかな？ 


